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市場ニーズに関する調査結果①

メディアフローに関する調査

調査サンプル

調査方法
セントラル・ロケーション・テスト（ＣＬＴ）

首都圏の携帯高ARPU層 ２２７人

インターネット調査

日本の人口のデモグラフィックな構成比に応じた全セグメント ３０００人

実施時期
ＣＬＴ調査 2006年9月30日～10月3日

インターネット調査 2006年10月1日～10月3日

属性
ＣＬＴ調査 性別：男性 44.1%/女性 55.9%

年齢：19歳以下 2.2% / 20～35歳 49.3% / 36～59歳 45.8% / 60歳以上 2.6% 

インターネット調査 性別：男性 50.5%/女性 49.5%

年齢：19歳以下 8.8% / 20～35歳 34.4% / 36～59歳 53.2% / 60歳以上 3.6% 
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市場ニーズに関する調査結果②
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メディアフローサービスを利用したいと思いますか？

（モバイル向けデジタル放送の利用意向）

サービス全体で選べるラインナップとして、最低限必要と
思われるチャンネル数をお答えください。（CLT調査）
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コンテンツの多様性
－ デモグラフィックによるマーケットセグメントと多様性 －

低年齢

高齢者

男性女性

高齢・男性のセグメント

低年齢・男性のセグメント

高齢・女性のセグメント

低年齢・女性のセグメント

デモグラフィックに
依存しない
セグメント
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コンテンツの多様性
－ コンテンツに関するセグメント例と多様性 －

非映像コンテンツ

映像コンテンツ

リアルタイム非リアルタイム

（蓄積型）

ワンセグ・ライクな

コンテンツ

データ放送的な

コンテンツ

タイムシフト型

コンテンツ

ダウンロード型の

コンテンツ

セグメントフリーな
コンテンツ

株価情報

天気情報

ニュース

交通情報

。。。等

電子書籍

コミック

音楽

ゲーム

。。。等

時間的・場所的な制約のない視聴形式の映像コンテンツ リアルタイムに視聴する形式の映像コンテンツ
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所要チャネルの算定

今回の調査では、一個人としての多チャンネル視聴ニーズとしては、い
ずれも２０～３０チャンネル程度は潜在的に存在しているとの結果が読
み取れる。

デモグラフィックによるマーケットセグメントや、提供コンテンツに関
するセグメントを考慮すると、上記のような一個人の視聴ニーズを広く
カバーすることにより、デジタル放送（マルチメディア放送・デジタル
ラジオ）の市場規模を最大化することが可能となる。

多様なマーケットセグメント及び提供コンテンツセグメントを考慮する
と、少なくとも一個人ニーズの４～５倍程度の潜在需要を想定すること
が可能。

これにより、８０～１５０ｃｈ程度、すなわち少なくとも１００ｃｈ程
度のコンテンツを提供しうるだけの帯域が必要となると想定される。
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